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生涯を幸福ならしむる
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逸政府に移つたのである
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、…此世の王公貴族をして宗教事業に
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てルーテルは四百年後の今日まで拭ひ難き大なる害毒を遺したのである
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、…信仰の上に愛を
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加ふる改革を要するのである
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、…勿論信仰抜きの改革ではない
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、信仰を経
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過して然る後に愛に到達せる改革である
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の大問題に関する聖書の観察
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　ダニエルは王に歴仕する事前後五代
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、力を尽して国を治め民を益し而も
9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
其信仰に就ては何人にも譲らず
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、七十年の久しきに亘り世界無比の政治家
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、而して其萌芽は彼が少年時代に王命を拒絶して
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其飲食物を斥けたる信仰の闘に於てあつた
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預言者と異なり政治家的預言者
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tatesman-prophet）たる事にある
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30」であり、また「説明は政治
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基督者的
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事を信ずる者と然らざる者との間に一の大なる差別がある
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、之を信ずる者
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は少くとも失望を知らないのである
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を止めて何に恃むべき乎
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、曰く聖書あるのみである
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立場は恰も海中に屹立する磐の如きである
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、…基督者は決して潮と共に進
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38。 
　第7回では6章より、既に老齢のダニエルが獅子の穴に投げ入れられた物語を講
義している。内村はここでも「我等は神の戦を闘はんが為に世に遣
をく
られたのであ
る、彼等（引用者注:迫害者を指す）に 辱
〔はずかし〕
められつゝ自己の信仰を維持するは我
等の基督者となりし理由である、…39」「憐むべきは穴に投ぜられたる基督者に非
ずして却て卑劣手段の遂行を以て事終れりとする世の多くの迫害者である40。」と
述べ、ダニエルに降りかかった試練は「基督者を激励すべき偉大なる教訓41」で
あるとする。
　以上のように、内村のダニエル書解釈において、バビロンでのダニエルの立場
はしばしば日本におけるキリスト者の立場と重ねて描かれている。そして安易に
周囲に迎合せず信仰を守ることが奨励される一方、「異教徒」である権力者に愛
をもって仕え、その過ちを訴える場合も平和的にすべきであるとされる。「異教
徒」の世界にあってキリスト者がいかに行動すべか、その判断基準は聖書により
与えられる。キリスト者に課せられる試練は、信仰をより深め強めるためのもの
と解釈され、試練を与える体制そのものについての解決を求めるべきとは考えら
れない。解決は神の手によりなされるのである。しかし、だからといってキリス
ト者はただその最終的裁きを待つだけなのではない。むしろそこから今の問題に
立ち向かう希望を得ることができるのである。
38 前出「ダニエル書の研究」、322-323ページ。
39 同前、329ページ。
40 同前。
41 同前、332ページ。
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まとめに代えて
　聖書が変化しない磐であるならば、それを土台とする内村の立場も不変なので
あろうか。そう簡単にはいかない。聖書に示されるのは一つの立場だけではない
からである。例えば聖書からは予定説も万人救済説も導き出される。選びの問題
について、残りのものが救われるためにまずあるものを選ぶという解釈を内村は
提示している42が、これは内村の解釈である。この世の主義は変転しても聖書は
変わらないという主張もまた、内村の解釈だということになる。そして聖書の文
言そのものが変わらないとしても、時代と状況に応じた解釈の幅があるはずであ
る。パウロの手紙の文言自体は変化せず伝えられてきたにもかかわらず、ルター
がそこから新しい意味を読み取ったように、である。内村が無教会主義を主張し
たのも、ひとつには欧米由来の教派教会は欧米の歴史的背景を背負ったものであ
り、日本には日本の歴史的背景に合ったキリスト教が必要だと考えたからであっ
た43。これもまた聖書の解釈から導かれた、新しいキリスト教のあり方である。
神に従うと言っても、内村の場合は神との神秘的交流等は考えず、聖書を読むこ
とから神の意志を知ろうとする立場である。読んで、知り、従うのは、やはり主
体としての内村であるということになるのではないだろうか。
　こうして、聖書を通して神の意志を捉えようとし、また人間の国を神の国に対
置させることにより、内村は人間世界の絶対化を食い止めることができた。それ
により天皇制国家に対しても距離感を保つことができたのである。
　しかし、神のものと人間のものという二元論的な思考法により、人間世界全て
が「神の世界ではない」という点で無意味なものとなる可能性もまたそこにあ
る。信仰の自由が圧迫されれば抵抗するが、そうでない場合はこの世の権力に従
うべき、という態度は一歩間違えれば政治や社会への無関心になりかねないので
はないだろうか。民主主義に関わる内村の発言に、そのような問題が含まれてい
42 例えば「再び万人救拯説について」（1926、『全集30』）175-7ページでこのような解釈が
示される。
43 例えば「教会問題」（1904、『全集12』）113ページでこのような主張がなされている。
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ることは確認したとおりである。もちろん内村が現実の世界に対して無関心では
なかったことは、最後まで訴えかけを続けたことからも明らかであるし、弟子た
ちの言動からも窺い知ることができる。
　内村が、最終的決着を神に任せることから希望を得ていたのは確かであるし、
その社会批判が強靭なのも信仰に基づく批判だったからである。しかし信仰を根
拠にこの世的なものを対象化する立場だけでは、様々な人々との繋がりの中で説
得力をもつことは難しいだろう。信仰に基く社会批判の、説明の方法までが信仰
的なだけのものであると、その説明は信仰を共有可能な範囲にまで有効でないで
あろう。彼の考え方が「運動」へと発展することはなかった原因の一端はこの点
にあるのではないだろうか。
　内村は宗教者である。彼の抵抗が受動的消極的であったことを批判することも
可能であるが、それは内村の守備範囲を超えることであったと考えることも可能
である。しかし内村の無教会主義には、基本的に単独であるからこそ誰とでも友
となれるという開放性がある。そこから社会的・政治的側面を含む様々な人々と
繋がりをもつことを今後の・現代の課題として導き出すことも可能であるだろう。
